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 論文審査の結果の要旨
 古野貢一郎提出の論文は,高エネルギーニュートリノー核子反応の実験研究である。実験は米
 国フェルミ研究所で著者も参加して行なわれた1985年の東北1皿高分解泡箱実験で,世界最高
 エネルギー領域のニュートリノ反応が得られた。本研究はその測定解析で特にその高エネルギー
 を利用してニュートリノ反応における量子色力学効果の追求が行なわれた。
 論文は5章よりなり,第玉章には本研究の背景となる核子のパートンクォークモデル並びに量
 子色力学にもとづくグルーオン放出に関する研究発展の歴史が述べられている。グルーオンの放
 串は生成ハドロンの横運動量の増加をもたらし,終状態に3ジェット構造を作ることが期待され
 る。
 第∬,第盈章は、実験並びに測定解析の概要である。全体で200,000枚の泡箱写真が撮影
 され,本研究はその70%のデータに基づく。ニュートリノの平均エネルギーは約150GeVで,
 このような高エネルギー領域におけるニュートリノ反応の測定解析は例がないので著者が大いに
 苦心した所である。解析選別の結果ニュートリノの荷電カレント反応893を得た。
 第W章は,この荷電カレント反応の解析結果である。本実験ではハドロン系エネルギーWは
 30GeVに及ぶので,発生ハドロンの多重度並びに横運動量分布のXF依存性,W依存性が詳細
 に調べられた。ハド孤ンの多重場はWの広い範囲でe+6一衝突の結果とかなりよく一致する。
 平均横運動量<P♂>については,Wが9GeV以下では前後非対称は認められないが,9GeV
 以上では前方において<P♂>の増加が顕著である。この前後方非対称はグルーオン放出が特に
 カレントクォークに多く生じる結果と判断される。又Spherici七yS並びに1,hrustTのW依
 存性をe+バ衡突実験結果と比較しているが,中間クォーク状態に差があるにも拘らず殆んど
 一致するという興味ある結果が示されている。PTの分散並びに反応の平面性を爾いて3ジェッ
 ト反応を濃縮した領域で,前後非対称よりこれを分離して本サンプル中の3ジェット反応は2i±
 8であるとの結論を出した。
 本研究はニュートリノー核子反応において始めて量子色力学的3ジェットの生成を確認し,定
 量したものとして価値が高いものである。又,本論文は著者が自立して研究活動を行うに足る高
 度の研究能力と学識を有することを示している。よって古野貢一郎提出の論文は理学博士の論文
 として合格と認める。
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